
日本学術会議 農学委員会・食料科学委員会合同 

CIGR分科会（25期・第2回） 議事要旨 
 

日 時：令和 3年 5月 24日（月）10：00～11：41 

 

場 所：Zoomオンライン会議 

 

出席者：野口 伸（委員長）、澁澤 栄（副委員長）、髙山弘太郎（幹事）、飯田訓久、伊藤博通、

梅田幹雄、遠藤良輔、大政謙次、奥島里美、川村周三、岸田義典、後藤英司、高橋憲子、

真木太一、宮崎 毅、安永円理子（幹事）、吉本真由美 

オブザーバー：なし 

事務局：丸山恵子 

 

資 料 

１．第25期第1回農学委員会・食料科学委員会合同CIGR分科会議事要旨【資料0】 

２．The 5th CIGR International Conference 2021【資料1】 

３．日本学術会議2022年度共同主催会議申請後の状況について【資料2】 

４．寄付金の状況【資料3】 

５．国際プログラム委員会【資料4】 

６．広報担当【資料5】 

 

議 題 

（１）The 5th CIGR International Conference 2021 

（２）日本学術会議 2022 年度共同主催国際会議申請後の状況について 

（３）寄附金の状況 

（４）各担当から準備状況報告 

・国際プログラム委員会 

・広報担当 

・その他 

（５）準備スケジュールの確認 

（６）その他 

 

議 事 

１．野口委員長より、前回会議の議事要旨の確認が行われた【資料0】。 

２．野口委員長より、特任連携会員として川村委員と伊藤委員が承認されたことが報告され、

お二人から自己紹介があった。 

３．飯田委員より、2021年5月11日～14日にケベックで開催されたThe 5th CIGR 

International Conference 2021の紹介があった【資料1】。 

４．飯田委員より、日本学術会議2022 年度共同主催国際会議申請後の状況について説明があ

った【資料2】。現在、使用計画の作成中であり、会議費見積もりの作成も依頼済み。 

５．飯田委員より、寄付金の状況について説明があった【資料3】。 

６．川村委員より、国際プログラム委員会について説明があった【資料4】。各Technical 

Sectionより2名ずつConcurrent SessionのKeynote Speakerを推薦してもらうこととした。ま



た、各Technical Sectionにおける日本人委員の情報を確認することとした。 

７．奥島委員より、広報活動について説明があった【資料5】。 

８．飯田委員よりCIGR WC2022の準備スケジュールについて説明があった。次回実行委員会

を6月に開催予定である。 

９．野口委員長より、第25期第3回CIGR分科会を京都国際会館にてハイブリット形式で12月6

日～8日の間で開催することが提案された。 

１０． 岸田委員より、2030年問題に対応するSpecial Sessionの提案があり、プログラム委員会

と共にWGを立ち上げ検討することとした。 

１１． 野口委員長より、The 5th CIGR International Conference 2021のクロージングセレモニー

にて放映した CIGR WC2022紹介ビデオの紹介があった。 

 

 


